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① 事業者名及び代表者名

藤井鉄工建設株式会社

代表取締役　藤 井 　傑

② 所在地

本社・工場 徳島県那賀郡那賀町小仁宇字大坪49番地

③ 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

責任者 代表取締役 藤井　傑 TEL 0884-62-1188

担当者 事務部・設計部 藤井　佳代子 TEL 0884-62-1188

土木部 深井　明年 TEL 0884-62-1188

建築部 濱口　伸一 TEL 0884-62-1188

横山　京子 TEL 0884-62-1188

④ 事業内容

建設業許可　　　　　徳島県知事許可　　（特-2）　第　1864　号

一級建築士事務所登録　　　徳島県知事登録　　第　61115　号

建築・土木・とび土工・鋼構造物・解体工事の施工

建築設計

賃貸住宅・賃貸事務所の所有管理

太陽光発電所運営

⑤ 事業の規模　（2022年度）

⑥ 認証・登録対象範囲

全組織・全活動を対象とする。

⑦ レポートの対象期間及び発行日

事業年度 2022年1月1日～2022年12月31日

発行日 2023年3月10日

事務部・設計部・工場

資本金 従業員数

20百万円

売上高 事業所床面積

環境管理責任者

不動産・太陽光部　　2名

土木部　　　　7名

【　事業所の概要　】

16名 280百万円

建築部　　　　3名3名1名

代表取締役 環境事務局

不動産賃貸・太陽光発電部

1,139㎡
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当社は事業活動とその製品が与える環境負荷を低減するために、次の方針に基づき

環境経営活動を推進し、地球環境との調和を目指します。

１、 環境経営目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。

２、 当社の事業活動に関わる環境関連の法令、徳島県条令、各市町村条例

その他を遵守します。

３、 具体的取り組みとして、下記事項を推進します。

① 節電及び省エネルギーによる、二酸化炭素排出量の削減

② 一般廃棄物の削減とリサイクル率向上及び産業棄物の適正処理

③ 水使用量の削減

④ 化学物質の適正管理と使用量の把握

⑤ 事業所周辺の清掃活動による、地域社会との共生

⑥ 環境に配慮したエコ建築の設計及び工法の推進

⑦ 社有遊休地及び工場屋根等を太陽光発電所として活用し、地域社会へ

クリーンエネルギーの供給

４、 当社の全従業員にこの環境経営方針を周知徹底させるとともに、協力業者にも

周知を図り、理解と協力を得ます。

上記の方針達成のために、目標を設定し定期的に見直し環境経営システムを推進します。

藤井　傑

環　境　経　営　方　針

  藤 井 鉄 工 建 設 株 式 会 社

制定日　　2010年　9月　20日

代表取締役　

最新の改定日　　2020年　1月　20日
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基本理念
藤井鉄工建設株式会社は、循環型社会の構築を目指して
省資源・省エネルギーに努め自然・社会・人と調和した
事業活動を展開します。



本年度目標と中期目標

事業所部門　　 部門責任者　藤井傑

2019年 2022年 2023年 2024年 2025年

本年度
目　標

目　標 目　標 目　標

(3％削減) (4％削減) (5％削減) (6％削減)

1 二酸化炭素排出量削減 ㎏-CO2/年 25,682 24,912 24,655 24,398 24,141

2 電力使用量削減 kWh/年 14,155 13,730 13,589 13,447 13,306

3 灯油使用量削減 L/年 200 194 192 190 188

4 ガソリン使用量削減 L/年 7,634 7,405 7,329 7,252 7,176

5 一般廃棄物削減 ｔ/年 0.608 0.590 0.584 0.578 0.572

6 水使用量削減 ㎥/年 94 91 90 89 89

7
化学物質使用量把握と適
正管理

回/年 4 4 4 4 4

8 社会貢献活動 回/年 3 3 3 3 3

9 エコ建築推進物件の割合 ％ 100 100 100 100 100

現場部門 部門責任者　深井明年

2019年 2022年 2023年 2024年 2025年

本年度
目　標

目　標 目　標 目　標

(3％削減) (4％削減) (5％削減) (6％削減)

1 二酸化炭素排出量削減 ㎏-CO2/年 55,403 53,741 53,187 52,633 52,079

2 電力使用量削減 kWh/年 122 118 117 116 115

3 灯油使用量削減 L/年 135 131 130 128 127

4 ガソリン使用量削減 L/年 3,570 3,463 3,427 3,392 3,356

5 軽油使用量削減 L/年 18,109 17,566 17,385 17,204 17,022

6 産業廃棄物の適正処理率 ％ 100 100 100 100 100

7 水使用量削減 ㎥/年 0 0 0 0 0

※電気使用量のCO2換算に用いる調整後排出係数は0.528とする。

※事業所部門項目1～6、現場部門項目1～5と7については、2019年度の実績から毎年1％削減とした

基準年度
実績

項　目

【　環境経営目標及び環境経営計画の策定　】

単位 基準年度　実
績

項　目 単位
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本年度目標と実績

運用期間：2022年1月1日～2022年12月31日

事業所部門 部門責任者　藤井傑

2022年 2022年
目　標 実　績

1 二酸化炭素排出量削減 ㎏-CO2/年 24,912 18,987 131%

2 電力使用量削減 kWh/年 13,730 4,377 314%

3 灯油使用量削減 L/年 194 135 144%

4 ガソリン使用量削減 L/年 7,405 7,043 105%

5 一般廃棄物削減 ｔ/年 0.59 0.528 112%

6 水使用量削減 ㎥/年 91 190 48%

7 化学物質使用量把握と適正管理 回/年 4 4 100%

8 社会貢献活動 回/年 3 3 100%

9 エコ建築の推進 ％ 100 100 100%

※項目1～6についての目標は、2019年度の実績から3％削減とした

※項目9については、受注件数中の推進物件の割合とする

※電気使用量のCO2換算に用いる調整後排出係数は0.528とする。

現場部門 部門責任者　深井明年

2022年 2022年
目　標 実　績

1 二酸化炭素排出量削減 ㎏-CO2/年 53,741 22,110 243%

2 電力使用量削減 kWh/年 118 128 92%

3 灯油使用量削減 L/年 131 118 111%

4 ガソリン使用量削減 L/年 3,463 3,796 91%

5 軽油使用量削減 L/年 17,566 5,015 350%

6 産業廃棄物の適正処理率 ％ 100 100 100%

7 水使用量削減 ㎥/年 0 0 100%

※項目1～5と、7の目標は、2019年度の実績から3％削減とした

達成率

事業所での目標達成項目は9項目中、8項目の目標達成となりました。

項　目 単　位 達成率

現場での目標達成項目は7項目中、5項目の目標達成となりました。

項　目 単　位
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本年度取組計画と結果の評価

運用期間：2022年1月1日～2022年12月31日

電力使用量の削減 目標： 13,730 kWh 目標達成

・休憩時の事業所内の消灯 実績： 4,377 kWh 　工場機械の運用減により大きく削減した

・エアコンの温度管理と定期清掃 達成率： 　次年度も削減意識向上を継続

灯油使用量の削減 目標： 194 L 目標達成

・燃焼温度のこまめな調整 実績： 135 L 　過暖房に注意し、こまめな温度調節を徹底

達成率： 　次年度も削減意識向上を継続

ガソリン使用量削減 目標： 7,405 L 目標未達成

・アイドリングストップ 実績： 7,043 L 　業務量の増減によるところもあるが

・空気圧点検と車両整備 達成率： 　次年度も削減意識向上を継続

一般廃棄物の削減 目標： 0.590 ｔ 目標達成

・分別回収によるリサイクル 実績： 0.528 ｔ 　分別の徹底と削減意識向上を継続

達成率： 　簡易包装製品を選択することなどを推進

水資源投入量の削減 目標： 91 ｍ3 目標未達成

・使用時の常時節水の心がけ 実績： 190 ｍ3 　ポリタンクによる現場用水の持出しが多かった

・蛇口、便器の漏水点検 達成率： 　節水意識向上を継続

化学物質使用量の把握 目標： 4 回 目標達成

・購入量、保管量の確認 実績： 4 回 　購入量の確認と適正使用、適正管理を継続

達成率： 100 ％

地域貢献活動 目標： 3 回 目標達成

・会社周辺の清掃美化活動 実績： 3 回 　地域に根差した活動を継続

達成率： 100 ％

エコ建築の推進 目標： 100 ％ 目標達成

実績： 100 ％ 　次年度も推進を継続

達成率： 100 ％

144%

105%

112%

48%

取組計画 達成状況 評価(結果と次年度の取組)

　事業所部門

・省エネ設備、高性能断熱材等の推進

314%
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電力使用量の削減 目標： 118 kWh 目標未達成

・不要時の消灯 実績： 128 kWh 　現場事務所でも省エネ活動はできているが達成

達成率： 　はできなかった。次年度も削減意識向上を継続

灯油使用量の削減 目標： 131 L 目標達成

・燃焼温度のこまめな調整 実績： 118 L 　過暖房に注意し、こまめな温度調節を徹底

達成率： 　次年度も削減意識向上を継続

ガソリン使用量削減 目標： 3,463 L 目標未達成

・アイドリングストップ 実績： 3,796 L 　業務増加と増車による使用料増加が大きい

・空気圧点検と車両整備 達成率： 　次年度も削減意識向上を継続

軽油使用量削減 目標： 17,566 L 目標達成

・アイドリングストップ 実績： 5,015 L 　重機工事が減り大きく燃料が減った

・適正な出力調整 達成率： 　次年度も削減意識向上を継続

産業廃棄物の適正処理 目標： 100 ％ 目標達成

・ﾏﾆﾌｪｽﾄによる廃棄物の 実績： 100 ％ 　産業廃棄物管理手順書を基に活動を継続

適正な処理と管理 達成率： 100 ％

水資源投入量の削減 目標： 0 ｍ3 目標達成

・使用時の常時節水の心がけ 実績： 0 ｍ3 節水意識啓発を継続する

・蛇口、便器の漏水点検 達成率： 100 ％

【　次年度の取組内容　】

・ 使用頻度の少ない、残りの工場水銀灯照明をLED照明に更新し電力使用量削減を図る。

92%

111%

91%

350%

　現場部門

取組計画 達成状況 評価(結果と次年度の取組)
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区　分 法令 条例

環境基本法 ○ レ

グリーン購入法 ○ レ

環境配慮事業促進法 ○ レ

大気汚染防止法 ○ レ

労働安全衛生法　石綿障害予防規則 ○ レ

特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（オフロード法） ○ レ

　水質汚濁 下水道法 ○ レ

土壌汚染 土壌汚染対策法 ○ レ

騒音規制法 ○ レ

振動規制法 ○ レ

徳島県生活環境保全条例 ○ レ

悪臭 悪臭防止法 ○ レ

ダイオキシン類対策特別措置法 ○ レ

ＰＲＴＲ法 ○ レ

ＰＣＢ廃棄物特別措置法 ○ レ

資源の有効な利用の促進に関する法律 ○ レ

廃棄物の処理及び清掃に関する法律　産業廃棄物 ○ レ

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律 ○ レ

特定家庭用機器商品化法（家電リサイクル法） ○ レ

建設工事に係る資材の再資源化に関する法律(建設リサイクル法） ○ レ

産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律　一般廃棄物（那賀町） ○ レ

地球温暖化対策の推進に関する法律 ○ レ

エネルギーの使用の合理化に関する法律 ○ レ

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律 ○ レ

特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律 ○ レ

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律 ○ レ

高圧ガス保安法 ○ レ

消防法 ○ レ

労働安全衛生法 ○ レ

住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する設計、施工及び維持保全の指針 レ

排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定 レ

建設副産物適正処理推進要綱 レ

建設業再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令 レ

建設業指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する判断の基準事項を定める省令 レ

建設工事公衆災害防止対策要綱 レ

　大気汚染

　騒音・振動

　化学物質

その他　要求
事項

地球環境保全
省エネ等

火災災害

　廃棄物
リサイクル

【　環境関連法規制等の順守状況　】

法令又は条例 遵守ﾁｪｯｸ

　環境関連法規制等の順守状況定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

　また、過去３年間にわたって、違反や訴訟もありませんでした。

　環境一般
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● 企業の社会的責任(CSR)の取り組みとして、環境保全は重要な活動のひとつです。

次年度もより有効な環境負荷の少ない事業活動をおこないます。

● 環境問題が世界共通の課題と認識しなければいけない今、EA21活動の周知・取組が全従業

員の環境保全意識向上につながっています。

● 二酸化炭素排出量の数値目標は事業所、現場各部門とも達成しました。受注内容に伴う

減少が大きかったですが、エネルギーの削減活動は実践できています。

● 水使用量についても節水の心がけは出来ていますが、事業所部門は未達成となりました。

水道のない現場へ水タンクでの持ち出し分が含まれているため増加しました。

コロナ禍による手洗い・清掃頻度増加も影響したと考えています。

● 事業所からの一般廃棄物は、分別・リサイクルが適正におこなわれ目標達成となりました。

裏紙の再利用にも全従業員が取り組んでいます。

また、各現場においても法令順守によりマニュフェスト作成のうえ、適正な処理及びリサイクルと

管理ができています。

● 本年度も事業所沿線国道の清掃活動（年3回）をおこないました。また各現場とも工事現場周辺

の草刈をお盆前に実施し近隣住民への地域貢献活動となりました。

● 本年も徳島県発注工事において、ICT建機・ドローン等を使用した省力化施工を実施しています。

● 今回の結果を全社員に周知し、引き続き環境活動への啓発を続け、全社を挙げて、環境負荷の

削減に取り組みます。
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【　代表者による全体評価と見直しの結果　】

見直しの有無

無

無

無

環境経営方針

環境経営目標・計画

実施体制


